
特
殊
海
事
損
害
の
賠
償
の
請

求
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百

九
十
九
号
）

第
二
条

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百

一
号
）

第
十
四
条
第

一
項
か
ら
第

三
項
ま
で

沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用

地
跡
地
の
有
効
か
つ
適
切
な

利
用
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第

百
二
号
）

第
十
条
第
一

項
及
び
第
二

十
九
条
第
一

項

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時

措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十

三
年
政
令
第
百
三
十
一
号
）

第
十
一
条
第

一
項
及
び
第

二
項

特
殊
海
事
損
害
の
賠
償
の
請

求
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令

第
六
十
二
号
）

第
一
条
及
び

第
四
条

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
会
計
検
査
院
懲
戒
処
分
要
求
及
び
検
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

会
計
検
査
院
懲
戒
処
分
要
求
及
び
検
定
規
則
（
平
成
十
八
年
会
計
検
査
院
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
を「（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
申
請
等
の
指

定
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」」を「「
情
報
通
信
技
術
活
用

法
」」に
、「
第
三
条
第
一
項
及
び
こ
の
規
則
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、「（
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。）を
使
用
し
て
行
わ
せ
る
」
を「
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
」に
、「
情

報
通
信
技
術
利
用
法
第
二
条
第
六
号
」
を
「
同
法
第
三
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
、「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
を「
第
二
十
三
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
四
条

を
加
え
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
処
分
通
知
等
の
指
定
）

第
二
十
五
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
処
分
通
知
等
（
同
法
第
三
条
第
九
号
に
規
定
す
る
処
分
通
知
等
を
い
う
。以
下
同
じ
。）は
、

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
、
第
五
条
第
一
項
、
第
十
条
（
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
み
、

有
責
任
通
知
書
の
送
付
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
一
項
（
第
十
九
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
み
、
有
責
任
通
知
書
の
送
付
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
処
分
通
知
等
と
す
る
。

（
処
分
通
知
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
）

第
二
十
六
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
検
査
院
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組

織
は
、
会
計
検
査
院
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を

電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
は
、
会
計
検
査
院
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
接
続
で
き
、
正
常
に
通
信
で
き
る
機
能
を
備
え
た
も
の
と
す
る
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
二
号

会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

会
計
検
査
院
長

森
田

祐
司

会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

会
計
検
査
院
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
を
削
り
、
第
二
十
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

（
計
算
証
明
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

計
算
証
明
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
第
一
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
記
録
媒
体
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
四

一
、
Ｘ
六
二
四
五
、
Ｘ
六
二
四
九
、
Ｘ
六
二
八
一
又
は
Ｘ
六
二
八
二
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も

の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
る
。

第
八
十
六
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
に
、「
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
」
に
改
め
、「（
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
よ
っ
て
計
算
証
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
よ
り
計
算
証
明
を
す

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
二

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
検
査
院
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処

理
組
織
は
、
会
計
検
査
院
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）と
証
明
責
任
者
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

２

前
項
に
規
定
す
る
証
明
責
任
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
は
、
会
計
検
査
院
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と

電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
接
続
で
き
、
正
常
に
通
信
で
き
る
機
能
を
備
え
た
も
の
と
す
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中「（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が

あ
る
場
合
）

第
八
十
七
条
の
二

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
会
計
検
査
院
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
第

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
証
拠
書
類
の
原
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
（
証
拠
書
類
の
原
本
と
共
に

編
集
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
を
含
む
。）と
す
る
。

第
九
十
条
中
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
四
項
」
を
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
四
項
」
に
改
め

る
。


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